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We have prepared 3 . 6 -dimethyI -4 - 0ctine - 3 . 6 - dioI from methyI ethyI ketone and Calcium 
Carbide powder in stead of acetylene， using caustic KaIi as a condensing agent in ether or 
dioxane.The maximum yields of the diol are 65 . 6労 and 41. 5% respectively. 
前 言
a . á ー ジ オ キ シ ア セ チ レ ン 類 の 合成法に は カ ル ボ ニ ル化合物 と ア セ チ レ ン グ リ ニ ヤ ー ル 誘導体の
反 応 . 液体 アン モ ニ ヤ 中 でア ル カ リ 金属誘導体 と の 反応等 があ る が我 々 は 常 圧帯温下で粉末 カ ル シ
ウ ム カ ー バ イ ド と ケ ト ン 類を カ 性 カ リ を 結合剤 と し て ， そ の い く つ かを 合成 し 前議に て 2 . 5 ー ジ メ チ
ル ー 3 ー へキ シ ン -2 . 5 ー ジ オ ール (m . p . 93 - 940C ;B . P ， 120"-'1220Cj30mmHg ) につ い て 述 べた が
本報で は3 . 6 ー ジ メ チ ル ー 4 ー オ ク チ ン ー 3 . 6 ー ジ オ ール を 合成 し た の で報告す る 。
実 験
(a) 使 用 薬 品 及び操作
本実験に て 使 用 し た薬 品類 ， 及び反 応装置反 応操作は第 1 報 の そ れ に 準 じ た 。 但 し 反応器 中 え のL
薬 品添加法 は第 1 報 同様， カ ル シ ウ ム カ ー バ イ ド ， カ 性 カ リ ， 溶剤 の 混 合物 中 え メ チ ル エ チ ノレ ケ ト
ン を 滴下する 法 (A法 と 称す る ) と カ 性 カ リ ， 溶剤 ， メ チ ル エ チ ル ケ ト ン の 混 合物 え カ ル シ ウ ム カ
ー ノミ イ ド を 徐加す る 法 (B法 と 称す る ) の 二通 り 行っ た 。 反 応 処理最終階段で得 られ た 結品 体 と 若
干 の i白状物の う ち 油状物 の 精査は他 日 と し 結晶体 は減圧蒸留す る と 127-1290 Cj15mmHg の 留 分 が
擬回 し m . p . 50-50 ， 50Cの 目 的物が得 られ る 。 こ の も の の 元素分析値は 次 の 如 く で あ る :
CH. � � �� � � _ CH 元素分析 : (C12E2 202 : C2ds〉Q-CEC-Pく C2え )
HO OH 
埋 諭 値 測 定 値 差 実験 資 料
( % ) ( % " ( % ) 検体量 3， 876mg 
C 70 . 55 70 . :55 一0 . 20 CO 2 9 ， 991  
H 10 . 65 10 . 44 -0 . 21 H20 3， 615 
。 18 . 80 19 . 21 +0 . 41 
本、 品 は ア セ ト ン ， ジ オ キ サ ン ， メ タ ノ ー ル ， ユ タ ノ ー ル ， ク ロ ロ ホ ル ム ， 水 ， ユ ー テ ル ベ ン ゼ ン ヂ

























































17-20 11 1.8 1.8 11. 6 
20-23 15 7 8※ 29.2 
20-22 15 7.5 7※ 31.6 
20-23 15 10 痕跡 41. 5 
20-23 15 6 痕跡 25.4 
。 15-17 15 15 痕跡 63 . 5 
。 15-17 15 15.5 痕跡 65.6 
。 15-17 15 13 I痕跡 55.1 8 19 20 
収率は使用メチノレエナノレケトン量を基底としたもの。
ふ炉過匹難な微結品分を合有していたもの








CHa CHa CH8 CHa 
C2Hs - C-C三C-CーC2Hs十2H20ー→C2Hs-C-C=C-C-C2Hs+2KOH
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